
女
作
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
リ
ュ
ー
レ
マ
ン
著
の
翻
訳

で
あ
る
。
つ
い
で
同
年
七
月
、
同
じ
書
店
か
ら
『
普
通
看
病
学
』
を

出
す
。
原
著
は
ビ
ル
ロ
ー
ト
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
年
十
二
月
三
十
日

発
行
、
同
じ
吐
鳳
堂
か
ら
『
珠
氏
産
科
学
』
巻
一
を
出
す
。
こ
れ
は

カ
ー
ル
・
シ
ュ
ロ
ェ
デ
ル
炭
胃
』
砕
胃
ｏ
ａ
９
（
ベ
ル
リ
ン
大
学
）

の
著
を
訳
し
た
も
の
だ
が
、
彼
が
『
日
誌
抜
葦
』
に
「
珠
氏
産
科
害

翻
訳
ヲ
約
ス
」
と
記
し
た
の
は
同
年
六
月
一
五
日
で
、
彼
は
内
地
勤

務
と
は
い
え
、
日
清
戦
役
で
軍
務
に
服
し
て
い
る
と
き
で
あ
る
。
本

書
の
序
言
が
明
治
廿
九
年
一
月
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
実
際
の
刊
行

が
こ
の
年
で
あ
る
こ
と
は
、
『
日
誌
抜
華
』
二
月
一
日
に
「
珠
氏
産

科
学
第
一
冊
出
版
ス
」
と
記
し
て
い
る
点
か
ら
も
明
ら
か
だ
が
、
そ

れ
に
し
て
も
早
い
上
梓
で
あ
る
。
ち
な
桑
に
巻
二
は
同
廿
九
年
八

月
、
巻
三
は
同
三
十
年
四
月
に
刊
行
さ
れ
た
。

文
献
長
門
谷
洋
治
佐
伯
理
一
郎
と
そ
の
『
日
誌
抜
華
』
日
医
史
誌

三
五
・
一
三
八
、
一
九
八
九

（
大
阪
府
豊
中
市
）

天
武
天
皇
の
諸
皇
子
は
秀
れ
た
才
幹
の
所
有
者
が
多
か
っ
た
だ
け

に
、
皇
位
へ
の
競
望
の
念
も
そ
れ
ぞ
れ
に
強
か
っ
た
事
が
推
察
さ
れ

る
。

う
の
の
さ
ら
ら

そ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
、
皇
后
鶴
野
讃
良
皇
女
は
自
己
の
所
生

く
さ
か
べ

で
あ
る
草
壁
皇
子
を
即
位
せ
し
め
、
そ
の
後
は
皇
子
の
子
孫
を
以
て

順
次
、
皇
位
を
嗣
が
せ
て
行
く
事
を
企
図
、
ま
ず
草
壁
皇
子
の
立
太

子
に
成
功
さ
れ
た
。
（
但
し
古
代
の
皇
太
子
は
現
在
の
そ
れ
と
は
若

干
意
義
が
異
な
る
。
）

と
こ
ろ
が
皇
子
は
即
位
を
前
に
し
て
二
十
八
才
に
て
莞
ぜ
ら
れ
た

の
で
、
皇
后
は
自
ら
即
位
ｌ
持
統
天
皇
ｌ
、
治
政
一
○
年
の
後
、
草

か
る

壁
皇
子
の
長
子
珂
瑠
皇
子
を
、
十
五
才
の
少
年
で
あ
る
に
か
か
わ
ら

ず
即
位
さ
せ
Ｉ
文
武
天
皇
ｌ
、
自
ら
は
太
上
天
皇
と
し
て
共
同
統
治

く
さ
か
べ

草
壁
系
諸
帝
の
病
迩

稻
垣
直
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を
行
わ
れ
た
。
持
統
上
皇
は
大
宝
二
年
（
七
○
二
）
崩
ぜ
ら
れ
る
が

そ
の
直
前
ま
で
、
活
発
な
政
治
活
動
を
行
っ
て
居
ら
れ
た
か
ら
、
急

死
と
い
う
に
近
く
、
脳
血
管
傷
害
か
心
疾
患
が
想
像
さ
れ
る
。

文
武
天
皇
も
ま
た
そ
の
後
を
逐
う
よ
う
に
宝
算
二
十
五
を
以
て
崩

御
。
お
そ
ら
く
草
壁
皇
子
は
開
放
性
肺
結
核
で
、
文
武
天
皇
は
そ
れ

に
感
染
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

お
び
と

そ
の
時
、
文
武
天
皇
の
遺
子
で
あ
る
首
皇
子
は
い
ま
だ
七
才
で
あ

あ
く

っ
た
の
で
、
母
親
た
る
阿
閑
皇
女
が
登
極
ｌ
元
明
天
皇
Ｉ
。
即
ち
天

皇
か
ら
皇
太
后
に
相
当
す
る
女
性
へ
の
譲
位
と
い
う
前
後
に
類
を
見

ぬ
異
常
な
皇
位
継
承
を
行
い
、
あ
く
ま
で
、
草
壁
一
門
に
よ
る
皇
位

の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
。

元
明
天
皇
の
和
銅
八
年
（
七
一
五
）
、
首
皇
子
は
十
五
才
に
達
し
、

父
の
文
武
天
皇
の
例
に
倣
え
ば
即
位
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
た
が
、

ひ
だ
か

何
故
か
、
そ
の
姉
で
あ
る
氷
高
皇
女
へ
の
譲
位
が
行
わ
れ
た
ｌ
元
正

天
皇
Ｉ
。
た
だ
元
明
天
皇
は
退
位
の
理
由
と
し
て
、
皇
位
に
在
る
事

に
疲
労
を
覚
え
た
事
を
挙
げ
て
い
な
が
ら
、
実
際
に
は
太
上
天
皇
と

し
て
養
老
五
年
（
七
二
一
）
の
崩
御
に
至
る
ま
で
、
国
政
に
関
与
し

て
居
ら
れ
る
。

元
正
天
皇
の
在
位
八
年
の
後
、
漸
く
首
皇
子
の
即
位
を
見
た
が
Ｉ

ひ
ろ
つ
ぐ

聖
武
天
皇
ｌ
、
天
平
十
二
年
（
七
四
○
）
に
藤
原
広
嗣
が
大
宰
府
に
拠

っ
て
叛
す
る
や
蒼
慢
と
し
て
平
城
京
を
脱
し
、
東
方
諸
地
域
を
転
点

や
ま
し
ろ
く
に

と
し
た
後
、
山
背
国
恭
仁
京
に
遷
都
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

し
が
ら
き

し
か
も
更
に
近
江
国
紫
香
楽
の
地
に
離
宮
を
造
営
す
る
か
と
思
え

な
に
わ

ぱ
、
転
じ
て
難
波
京
に
莫
都
、
約
五
年
間
、
是
等
各
地
を
坊
径
す
る

ご
と
く
移
動
さ
れ
た
た
め
、
群
臣
を
始
め
庶
民
達
の
困
惑
は
頗
る
大

な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
結
局
、
天
平
十
七
年
（
七
四
二
）
、
平
城
京

に
還
都
さ
れ
る
が
、
そ
の
際
、
難
波
京
に
お
い
て
大
漸
に
至
る
か
と

思
わ
れ
な
が
ら
た
ち
ま
ち
恢
復
し
て
平
城
の
地
に
還
幸
さ
れ
て
居

宝
（
》
○

そ
の
後
も
不
予
を
称
さ
れ
る
事
、
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
事
は
史
書

あ
ぺ

に
明
記
さ
れ
て
居
り
、
天
平
二
十
一
年
（
七
四
九
）
に
阿
倍
皇
女
に

譲
位
ｌ
孝
謙
天
皇
ｌ
、
太
上
天
皇
と
な
ら
れ
て
か
ら
も
同
様
の
状
態

が
続
き
、
天
平
勝
宝
八
歳
（
七
五
六
）
に
は
崩
御
さ
れ
る
。
そ
の

間
、
東
大
寺
を
始
め
各
処
へ
の
度
々
の
行
幸
も
あ
り
、
要
す
る
に
天

平
十
七
年
前
後
か
ら
約
十
二
年
間
、
常
に
病
床
に
在
り
続
け
た
訳
で

は
な
く
、
軽
快
と
増
悪
を
繰
返
し
つ
つ
長
期
間
を
経
過
し
て
い
る

点
、
悪
性
腫
瘍
、
脳
血
管
傷
害
、
心
疾
患
等
い
ず
れ
も
考
え
難
く
、

そ
れ
に
先
立
つ
い
わ
ゆ
る
「
五
年
間
の
謎
の
妨
裡
」
の
事
実
と
も
考
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而
し
て
天
平
宝
字
四
年
（
七
六
○
）
、
光
明
皇
太
后
崩
ぜ
ら
れ
る

や
、
間
も
な
く
藤
原
仲
麻
呂
の
叛
乱
が
起
り
、
そ
れ
を
契
機
に
孝
謙

太
上
天
皇
の
復
活
と
な
り
ｌ
称
徳
天
皇
ｌ
、
政
界
は
新
局
面
を
迎
え

え
併
せ
る
と
、
寧
ろ
情
動
不
安
な
い
し
自
律
神
経
失
調
症
の
ご
と
き

状
態
が
繰
返
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
強
い
と
思
わ
れ
る
。

元
明
天
皇
よ
り
の
直
接
の
譲
位
が
廻
避
さ
れ
た
事
も
、
少
年
時
代

か
ら
既
に
情
緒
不
安
定
の
ご
と
き
状
態
が
あ
っ
た
た
め
で
は
な
か
ろ

う
か
。い

ま
だ
四
十
九
才
の
壮
齢
に
か
か
わ
ら
ず
孝
謙
天
皇
へ
の
譲
位
が

行
わ
れ
た
事
を
健
康
状
態
と
結
び
付
け
る
事
も
出
来
よ
う
。

光
明
皇
后
は
夫
帝
の
病
状
を
見
て
、
既
に
天
平
年
間
後
半
期
か
ら

政
務
に
関
与
さ
れ
て
い
た
も
の
の
ご
と
く
、
更
に
聖
武
天
皇
の
譲
位

え
み
の
お
し

に
よ
っ
て
皇
太
后
と
な
ら
れ
る
と
、
寵
臣
の
藤
原
仲
麻
呂
（
恵
美
押

か
つ勝

）
と
計
り
、
本
来
、
政
治
の
中
枢
た
る
べ
き
太
政
官
の
実
権
を
奪

し
ぴ

う
よ
う
な
、
強
大
な
権
力
を
持
つ
「
紫
微
中
台
」
な
る
官
署
を
新

設
、
万
機
を
親
裁
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
（
孝
謙
天
皇
譲
位
の
宣
命
に

「
皇
太
后
朝
」
の
言
辞
の
あ
る
事
は
そ
の
間
の
消
息
を
暗
示
す
る
も

る
◎

の
と
考
え
て
よ
い
。
）

奈
良
時
代
は
「
天
平
美
術
」
、
「
天
平
文
化
」
等
の
語
句
で
印
象
付

け
ら
れ
る
華
や
か
な
半
面
を
持
つ
一
方
、
権
力
の
中
枢
に
あ
る
人
の

不
健
康
状
態
に
大
貴
族
達
の
政
治
的
野
望
が
絡
み
、
「
激
動
の
天
平
」

と
も
い
う
べ
き
絶
え
ざ
る
政
情
不
安
に
悩
ま
さ
れ
る
暗
い
半
面
を
持

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
草
壁
系
諸
帝
に
よ
っ
て
平
穏
に
支
配
さ
れ
て
行
く
べ

き
筈
だ
っ
た
こ
の
時
代
は
、
男
帝
の
相
断
ぐ
天
折
、
多
病
の
た
め
、

持
統
、
元
明
、
元
正
の
三
天
皇
及
び
光
明
皇
后
の
四
人
の
女
性
達
に

よ
っ
て
準
備
さ
れ
、
維
持
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
結
果
と
な
っ
た
事
、

又
、
後
年
、
藤
原
氏
が
政
界
に
圧
倒
的
大
勢
力
を
築
き
上
げ
る
に
至

っ
た
縁
由
の
一
つ
が
、
こ
れ
ら
の
女
性
達
と
の
密
接
な
関
係
に
あ
っ

た
事
、
を
史
実
に
即
し
て
検
討
す
る
。

（
東
京
大
学
医
学
部
）
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